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防災訓練中期計画における 2019 年度訓練の位置付け 

 

１．発電所  

(1)  防災訓練中長期訓練計画  

「志賀原子力発電所 防災訓練中長期計画」は，以下の観点（「事故対応機能」

と「事故シナリオ」）で整理している。 

≪事故対応機能≫ 

原子力事業者防災業務計画，ＷＡＮＯ ＰＯ＆Ｃ 緊急時対応，ＪＡＮＳＩ緊急

時対応エクセレンス・ガイドライン，当社のこれまでの緊急時対応の取組み・

他社良好事例から，様々な事故シナリオに対応するために組織として必要な事

故対応機能を分析・抽出し，『防災訓練中長期計画「事故対応機能確認計画」』

の訓練・演習項目として設定する。 

≪事故シナリオ≫ 

規制要求事項（他社の審査状況含む），原子力事業者防災業務計画，当社のこれ

までの緊急時対応の取組み等から，想定しておくべき事故シナリオを分析・抽

出し，『防災訓練中長期計画「訓練シナリオ設定計画」』を設定する。 

 

中長期的な期間で，緊急時対応活動（必達事項）が確実に実施できることを訓練

を通じて実証・評価していくことを主たる目的としている。なお，事故シナリオは

多様性（偏りのないシナリオ選定）の観点で設定しているが，補助的な要素であり，

防災訓練においては最終的には有効性評価のシーケンス（高圧・低圧注水機能喪失

や全交流動力電源喪失）より過酷な状況を設定している。 

 

(2)  2019 年度訓練の位置付け 

現在，規制基準や関係機関からの要求・指摘を踏まえ，運転再開までに防災体制

の強化が必須であるため，「規制要求事項に係る対応能力確保」及び「組織の対応

能力の自主的強化」に係る対応項目を特に重点を置いて取り組む「重点実施項目」

に設定するとともに，以下のとおり組織としての到達目標について年度展開を計画

している。（太字・下線で識別） 

年度 組織の到達目標 

2013 

～ 

2017 

・平日昼間帯の単独被災（運転号機）又は複数号機被災時に，確実な対応がで

きること 

・夜間帯又は休日昼間の単独被災時（運転号機）に，最低限必要な対応ができ

ること 

2018 

～ 

2020 

・夜間帯又は休日昼間の単独被災（運転号機）又は複数号機被災時に，確実な

対応ができること 

・上記の対応において，訓練で模擬又はスキップ（省略）した活動（プルーム

放出前の退避，外部からの支援等）の実効性を検証の上，要改善事項の洗い

出し，対応能力向上が図れること 

2021 
・発生時期・環境や被災号機によらず，あらゆる事象に対して対応優先順位を

決め，迅速かつ確実な対応ができること【あらゆる機能を最終検証】 

別紙１－１ 
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重点実施項目 

「規制要求事項に係る対応能力確保」及び「組織の対応能力の自主的強化」に係

る対応項目としている重点実施項目の内，2019 年度の事業者防災訓練で検証する

範囲は以下のとおり（太字・下線で識別）。なお，今年度の社内訓練で既に検証済

みの範囲や詳細検討の結果対応不要となった事項も参考で記載あり（取り消し線で

識別）。 

規制要求事項に係る対応能力確保（運転再開までに全ての項目を実効性検証） 

 項 目 内 容 検証内容 

① 外部からの

支援活動 

原子力事業所災害対策支援拠

点等を活用した支援 

支援センターからロボットを支援拠点

経由で実輸送し，発電所にて受け取り，

原子炉建屋まで運搬するまでの情報連

携を検証 

② 体制運用に

係る事項 

プルーム通過（放出）の前・

中・後でも要員の規模を拡

大・縮小しながら円滑な対応 

事象長期化への対応準備（交替体制整

備に向けて，２チーム交互での訓練を

運用中）を行っており，本訓練におい

ては，一部機能班長が初動時に不在で，

事象が経過した後に到着し，引継ぎを

受けて要員交代する対応を検証 

③ 体制運用の

うち，夜間

休日想定の

対応 

・夜間及び休日を想定し，新

たな宿直体制仮定での対応 

・一斉通報装置使用不可時の

要員参集連絡 

・所外在住要員の参集（集合

場所，統括者，集合場所か

らのルート選定） 

別の社内訓練にて宿直体制での訓練を

継続実施中 

④ 体制運用の

うち，劣悪

環境下想定

の対応 

高線量下，悪天候下想定の対

応 

Ⅱ型訓練において，放射線防護装備を

着用した訓練を実施（今後，新規制基

準対応設備での実動訓練においても定

期的に実施していく予定） 

⑤ 規制基準を

満足する緊

急時対応施

設での対応 

増設緊急時対策所を主体とし

た本部活動 

発電所本部内での情報共有ツールを一

部見直し，組織としての目標設定・対

応戦略が全体共有できることを検証

（ハイスペックプロジェクタでの大画

面表示による視認性向上を実施） 

組織の対応能力の自主的強化 

＜課題・改善事項（2018 年度）＞ 

 内 容 検証内容 

① 原子力班と連携して退避場所の選定及び退

避ルートを検討していないため，運用を整

理する必要がある。 

上記「規制要求事項に係る対応能力確

保②」の検討状況を踏まえ次年度以降

に検証 

② 班員の参集状況を正確に把握できていないた

め，要員管理の方法を検討する必要がある。 

別の社内訓練にて確認済み 

③ 如何なる状況下においても，原災法第 10 条，

15条通報文を15分以内にFAX送信できる体

制を構築する。 

昨年度の事業者防災訓練の改善事項

（報告書記載）であり，迅速に代替手

段を使用することを今年度検証 
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 内 容 検証内容 

④ FAX 不具合が発生して代替手段で対応した

後，FAX が正常に復帰した場合の対応措置

（テスト送信や使用する FAX を変更する旨

の周知）を明確にする。 

昨年度の事業者防災訓練の改善事項で

あり，代替 FAX から本来の一斉 FAX へ

切り替える場合の対応措置を今年度検

証 

＜他電力コメント＞ 

 内 容 検証内容 

① 対応方針はブリーフィング等で発話されて

いるが，組織の目標設定が見えない場面が

あるため，本部としての目標，何を最優先

に対応するかを明確にした方がよい。 

上記「規制要求事項に係る対応能力確

保⑤」のとおり，情報共有ツールを一

部見直し，組織としての目標設定・対

応戦略が全体共有できることを検証 

② EAL 解除を即応センター経由で国へ進言す

る運用を明確にした方がよい。 

EAL「非該当」となった場合の連絡が適

切に行われるかを検証 

③ 炉主任の役割についてガイドを定め，ブリ

ーフィングにおいて意見を求める等の仕組

みがあった方がよい。 

検討状況を踏まえ次年度以降に検証予

定 

④ 戦略検討会議に時間を割いているため，も

う少し短時間の会議を細かく実施する方法

を検討した方がよい。 

検討状況を踏まえ次年度以降に検証予

定 

＜原子力規制庁・原子力規制事務所コメント＞ 

 内 容 検証内容 

① 今回は発災後約 40分で本部班要員が一斉に

到着して引継ぎブリーフィングが可能であ

ったが，本来は逐次到着となることから，

今後現実的な参集状況を考慮した訓練を行

う必要がある。 

自治体主催防災訓練において，休日の

実参集を検討したが，他の対応検証を

優先し，次年度以降に検証予定 

② 10 条・15 条事象発生時におけるブリーフィ

ングにおいて，今後の対応方針等の発電所

としての方向性等に係る内容の発言がなか

った。緊対所内の努力の方向性を一致させ

るためにも，重要結節時における対応方針

を示す必要がある。 

上記「規制要求事項に係る対応能力確

保⑤」のとおり，情報共有ツールを一

部見直し，組織としての目標設定・対

応戦略が全体共有できることを検証 

③ 今回のように事象の進展が緩やかな場合で

なく，急な進展の際にも COP を作成できる

かどうか更なる訓練が必要である。 

複数号機発災，進展の早い事象で COP

作成が問題なくできることを検証 
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２．原子力部  

(1)  中期訓練計画  

・ＪＡＮＳＩが推奨する網羅性のある計画は，「活動」と「活動に影響を与え

る要素（事故シーケンスなど）」の組み合わせを考慮して設定するとしてお

り，即応センターの場合，活動に影響を与える主な要素は「時間軸」※１及

び「環境条件」※2であるため，これとの組み合わせを考慮して設定。 

※１：時間軸 

・初動対応 ：要員参集・体制確立などの活動が主 

・放出対応 ：ベント周り対応の活動が主  

・放出後対応：即応センター移転などの活動が主 

※２：環境条件 

・平日昼間：人数あり，設備影響なし 

・夜間・早朝・休日（以下「夜間等」という。）：少人数 

・自然災害，広域停電（以下「自然災害等」という。）：設備影響あ

り 

・時間軸の各対応の検証頻度は，３年に１度行う計画（「初動対応」→「放出

対応」→「放出後対応」のサイクルで設定する）。ただし，時間軸に影響を

受けず，共通に実施する活動（情報共有，ＥＲＣ対応，プレスなどの「共通

対応」）については毎年実施。 

・環境条件のうち「夜間等」は，主に要員参集に影響するものであるため初動

対応において考慮。その訓練頻度は，「夜間等」が応用的要素であることを

踏まえ，初動対応訓練の２回に１回（６年に１回）実施。 

・環境条件のうち「自然災害等」は，地震やこれに伴う広域停電等により即応

センター設備が使用できない環境を想定。 

この状況では，代替即応センターへ移転することとなるが，その検証は，放

出後対応でも扱うことになり，訓練が重複することから，移転運用の検証は

放出後対応側で代表することとし，このため「自然災害等」の要素は訓練計

画に考慮せず。 

 

【時間軸】 

 

 

 

【環境条件】 

  

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

初動対応 放出対応 放出後対応 初動対応 放出対応 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

夜間等 平日昼間 夜間等 平日昼間 夜間等 
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(2)  2019 年度訓練の位置付け 

「原子力部 中期訓練計画」に基づき，緊急時対応能力の維持の観点から，共通

対応事項（発電所，ＯＦＣ，支援拠点及び本店と連携し，情報収集・情報連絡，プ

レスやＥＲＣへの対応）が確実に実施できることを確認（毎年度の必須確認項目）。 

なお，今年度の時間軸として設定している放出対応は別途実施。（図上演習：８

月実施済。実働訓練：３月予定）。一方，環境状況については今回の訓練において

平日昼間に設定。 

また，共通対応事項に加え 2018 年度の事業者防災訓練での課題・改善事項の検

証を今回の事業者防災訓練にて実施。具体的実施内容は以下のとおり。 

＜課題・改善事項（2018 年度）＞ 

 内 容 検証内容 

① メインスピーカーと仕切り役の役割を別に

設ける体制に見直す。（一人に頼るような体  

制でなく，責任を分散し，早い事象進展の

場合にも対応可能な体制に見直す。） 

昨年度の事業者防災訓練（報告書記載）

の改善事項であり，シナリオで情報が

錯綜する状況を複数回設定し，新設し

た仕切り役が機能することにより，重

要情報を取捨選択し，重要度に応じた

情報をタイムリーにＥＲＣへ提供でき

ることを今年度検証 

② ＥＲＣへの説明時には以下について配慮す

る。 

・必要に応じ説明メモに加えＣＯＰに状況変

化を手書きする等，より分かりやすい説明

を行う運用とする。 

・原災法第 10 条，第 15 条事象に初めて該当

する場合の進展予測の説明は，深刻な事態

に至るまでに余裕があったとしても，丁寧

な説明を行う運用とする。 

・より緊迫した号機から説明を行う運用とす

る。 

昨年度の事業者防災訓練（報告書記載）

の改善事項であり，左記の改善策の運

用を反映した説明が出来ているかを今

年度検証 

 

 

以 上 
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2019 年度 防災訓練実施計画書 
 

１．訓練目的 

本訓練は，発電所及び原子力部にて各々作成する防災訓練中期計画に基づき，以下

に示す点を主眼に置いた訓練を実施することで，対応要員の習熟を図ることを目的と

する。 

実施箇所 訓練目的 

発電所 

○要員交替体制整備に向けた取り組みとして，一部機能班におい

て，班長代理・副班長で初動対応を実施するとともに，事象が

経過した後に班長が到着し，引継ぎを受けて要員交代して対応

継続できることを検証 

○発電所本部内での情報共有ツールを一部見直し（ハイスペック

プロジェクタでの大画面表示による視認性向上），組織として

の目標設定・対応戦略が本部全体で共有できることを検証 

○不測の事態が発生した場合においても原災法第 10 条・15 条

（EAL 該当）通報を 15 分以内に FAX 送信するとともに，EAL

非該当となった場合には原災法第 25 条報告の確実な連絡がで

きることを検証 

 代替 FAX（統合原子力防災ネットワーク IP-FAX）で対応した後，

一斉 FAX（F-net FAX）が正常に復帰した場合，使用する FAX

の切り替えに係る対応措置を検証 

○事象が深刻化した場合（前年度訓練より過酷なプラント状況に

進展）においても COP（Common Operational Picture：共通状

況図）作成が遅滞なく実施できることを検証 

〇外部からの支援活動として，美浜原子力緊急事態支援センター

から遠隔操作ロボットを原子力事業所災害対策支援拠点（七尾

大田火力発電所運動公園）経由で実輸送し，発電所にて受け取

り，原子炉建屋に運搬，現場投入までの一連の対応を検証（発

電所，原子力部，美浜原子力緊急事態支援センター，宇徳（物

資輸送に係る協定締結会社）による相互連携） 

原子力部 

（本店） 

○基本的な活動として整備した運用を実施できること。また，以

下の運用を実施できること 

 －メインスピーカと仕切り役の役割を別に設けた上で，ＥＲＣ

への情報提供に必要な情報を取得・整理し，迅速に提供でき

ること 

－ＥＲＣへの説明時において，事象の状況変化は必要に応じメ

モに加えＣＯＰに手書とするや原災法第10条，第15条事象に

初めて該当する場合の進展予測の説明は，深刻な事態に至る

までに余裕があったとしても，丁寧な説明を行うなどプラン

ト班に分かり易い説明ができること 

－社内外での連携が確実に実施できること 

・原子力事業所災害対策支援拠点と連携した活動 

・原子力緊急事態支援組織と連携した活動 

・広報関係箇所と連携した記者会見 

・協力協定事業者と連携した活動 

別紙１－２ 
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２．実施日時 

 【総合訓練】 

2020 年１月 27 日（月）９:30 ～ 16:00 

（11：50～13：10 は休憩時間） 

 【要素訓練】 

  2019 年 11 月 20 日（水）13：00～17：00[現場実動訓練] 

(10 月 17 日計画書説明済み) 

 【要素訓練（原子力事業所災害対策支援拠点訓練）】 

2020 年１月 24 日（金）10:00 ～ 16:00［通信設備設営訓練］ 

2020 年１月 24 日（金）10:00 ～ 16:00，1 月 27 日（月）９：30～16:00 

［車両の汚染検査エリア・除染エリア設営訓練］ 

 

３．想定事象 

(1) プラント運転状態 

   １号機：長期停止中（炉心に燃料なし） 

２号機：定格電気出力一定運転中 

 

(2) 事象想定 

   平日昼間に原子力災害が発生（原子力災害対策特別措置法第 15 条に進展） 

 

(3) スキップの有無等 

      事象の早回し，事象のスキップは実施せず 

 

(4) ＳＰＤＳの使用 

○発電所－即応センター間のプラント情報表示システム 

・訓練シミュレータと連動した訓練を実施するため，訓練シミュレータから出

力したプラントパラメータを訓練で使用 

・また，訓練シミュレータ表示端末により，訓練シミュレータのパラメータを

閲覧することが可能 

 

○即応センター－ＥＲＣ間のプラント情報表示システム 

    ・ＥＲＳＳは使用せず 

・訓練シミュレータの画面については以下の２つの方法で表示可能 

①統合原子力防災ネットワークのＴＶ会議システムにより即応センターＥＲ

Ｃ対応者からＥＲＣへ表示 

②原子力規制庁から当社ＥＲＣリエゾンへ要求があれば，随時，訓練シミュ

レータ表示端末を操作し，ディスプレイへ表示 
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４．訓練項目 

【発電所】 

訓練項目 訓練概要 備考 

緊急時演習（総合訓練） 

添付資料１参照 ― 

アクシデントマネジメント訓練 

通報訓練 

原子力災害医療訓練 

緊急時環境放射線モニタリング訓練 

避難誘導訓練 

その他必要と認める訓練 

遠隔操作ロボットの操作訓練 

 

【原子力部（本店）】 

訓練項目 訓練概要 備考 

緊急時演習（総合訓練） 

添付資料１参照 

― 

その他必要と認める訓練  

原子力事業所災害対策支援拠点訓練 一部要素訓練 

原子力緊急事態支援組織連携訓練 

― 記者会見対応訓練 

原子力事業者支援連携訓練 

 

５．訓練内容 

(1) 実施体制 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 発電所増設緊急時対策所のレイアウト図は添付資料２参照 

 

(3) 即応センターのレイアウト図は添付資料３参照 

 

(4) 即応センター内ＥＲＣ対応ブースの配席図は添付資料４参照 

 

(5) ＥＲＣ対応ブースの役割分担は添付資料５参照 

中央制御室 

⇒２号運転シ

ミュレータ

と連動 

他の原子力事業者 情報連携,FAX 送信 

 本店 

通報連絡 
及び 
支援要請 

情報連携,FAX 送信 
 石川支店 

原子力緊急 

事態支援組織 
FAX送信 

東京支社 

連携 

原子力事業所 

災害対策支援拠点 

原子力規制庁 

緊急時対応センター 

（ＥＲＣ） 

FAX 送信 

情報連絡 

OFC(事業者ブース) 志賀原子力 

発電所 通報連絡 

及び 

協力要請 

原子力本部 

（即応センター） 

輸送 

輸送 

情報連携,FAX 送信 

情報連携,FAX 送信 
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６．評価方法 

【発電所】 

(1) 訓練観察による評価 

観察シートを用いて訓練観察を実施し，訓練後に活動を評価 

(2) 第三者による評価 

他の原子力事業者に評価者の派遣を依頼し，活動を第三者視点で評価 

(3) 反省会 

訓練参加者及び訓練事務局にて反省会を実施し，改善事項を抽出 

 

【原子力部（本店）】 

(1) 訓練観察による評価 

・訓練中に観察者が訓練観察シートを用いて観察を実施 

・訓練後に，観察結果から課題を抽出 

(2) 第三者による評価 

・訓練中に他の原子力事業者が訓練観察シートを用いて観察を実施 

・訓練後に，観察結果から課題を抽出 

(3) 反省会 

・訓練後に訓練事務局を含めた訓練参加者による全体の反省会及び機能班（機能

Ｇｒ）毎の反省会を実施し，課題を抽出 

・他電力の参加者・視察者と意見交換会を実施し，課題を抽出 

 

以 上 



��

�

�



��

�

�



��

�



��

�

�

�



  

添付資料２

発電所増設緊急時対策所　レイアウト図

ＴＶ会

議

端末

FAX

図書ラックラック
UPS

UPSUPS

プリ
ンタ コピー機

国ＴＶ

会議

ディス
プレイ

ラック
火災受信器盤

緊急時対策室

FAX

本部

救護

警備班

プラント
班

情報班

総務班

検
査
官

本
部
長

本
部
長
代
理

情報班長

情報総括

プラント班

技術総括

即応班長

１
号
炉
主
任

情報班

戦略
会議

（戦略計画

Gr）

入口

待機室へ

技術班

放射線

管理班

広報班

総務班

放射線管理班技術班長

２
号
炉
主
任

緊急時
即応班

復旧班

プラント班員

技術班員

緊急時

即応班員

技術班員技術班員

技術班員

復旧班員

救護警備班長

切替器

（書画類）

FAX FAX

総務班長復旧班長

広報班長

プロジェクタ
スクリーン②

プロジェクタ
スクリーン①

ハイスペック

プロジェクタ

ハイスペック

プロジェクタ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ



添付資料３ 

 

即応センター レイアウト図 
 

原子力本部 ２階緊対室 原子力本部 ３階執務室 

  

その他 

 

部屋名称 使用用途（実災害時） 

２階201・202会議室 他の原子力事業者の視察者・評価者の控室 

（実災害時は国派遣者執務室を想定） 

３階TV会議室 他の原子力事業者の視察用 

（実災害時は別の社内TV会議使用） 

３階301会議室 予備 

２階202応接室 原子力本部に移動してきた社長への状況報告実施場所 

２階203会議室 原子力規制庁殿控室 
 

 

物資支援Gr 

活動スペース※ 

運営Gr 

活動スペース 

広報Gr 

活動スペース 
技術支援Gr 

活動スペース 

緊対室ｶﾒﾗﾓﾆﾀ TV会議ﾓﾆﾀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TV会議ﾓﾆﾀ 

代表電話１ 

社内FAX 
 
 

●広報Gr 

（プレス作成） 

●広報Gr 

（Ｑ＆Ａ作成） 

●物資支援Gr 

 
運営Gr● 

（労務） 

TV会議ﾓﾆﾀ 

  ● 

    ● 

社内FAX 
 
 

コピー機  

ラック 

ラック 

  

TV 統合防災 

通信盤 
UPS 

社内TV会議システム 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

コ
ル
ク
ボ
ー
ド 

原子力班長○  

 

技術支援Grﾘｰﾀﾞｰ● 

 

 

TV 

 

音響 

ｼｽﾃﾑ 

F-NET送信FAX 
 
 

IP-FAX#1 

（衛星） 
陸電原子力本部_衛星 

IP-FAX#1 

（地上） 
北電原子力本部ﾋ゙ﾙ#1 

 

IP-FAX#2 

（地上） 
北電原子力本部ﾋ゙ﾙ#2 

 

TV会議端末PC 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

コルクボード 

広報Gr● 

(プレス、Q&Aの 

編集、印刷) 

原子力班副班長●

 

社内FAX 

［衛星］ 
 
 

衛星携帯電話 

柱 

広報Grﾘｰﾀﾞｰ● 

緊対室ｶﾒﾗ 

緊対室ｶﾒﾗ 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

総括担当● 

（ｻｳﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ）

 卓上ｽﾋ゚ ｶーー  

●技術支援Gr副ﾘｰﾀﾞｰ 

  

 

●

対外対応Gr

ﾘｰﾀﾞｰ

ラック 

 

●技術支援Gr 

 

   

 (プレス、Q&Aの編集、印刷他) 

広報Gr●   広報Gr● 

 

運営Gr● （要員不足時は●物資支援Gr2名が応援） 

（着信確認［電話は室外で実施］）  

卓上ｽﾋ゚ ｶーー  

プリンタ 

 

ﾌ゚ ﾘﾝﾀ 
（カラー）
 

ホワイトボード（ 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

 

運営Grﾘｰﾀﾞｰ 

      ● 

 

     

物資支援Grﾘｰﾀﾞｰ

● 

PIﾊ゚ ｿｺﾝ 

訓練 
シミュレータ 

内線電話 統合防災 
電話（電力）

 
サ
ブ 

モ
ニ
タ 【社内】 

内線電話 

災害優先電話 

 

サ
ブ
モ
ニ
タ 

【社内】 

志賀原直通 

ホットライン 

内線電話 

ＩＰ電話［衛星］

 

ＩＰ電話 
[地上] 

内線電話 

卓上ｽﾋ゚ ｶーー  

内線電話 

内線電話 

書
画
装
置 

内線電話［衛星］ 

総括担当 

（連絡窓口，総括補助） 

● 

● 

総括担当 

（本部卓機器操作） 

 

運営Gr 

（本部事務運営等） 

●       ● 

SAｼﾐｭﾚー ﾀ 

時計 

国TV会議 
システム 

電子ボード 

プリンタ 

電子ボード 
ﾊ゚ ｿｺﾝ 

    ●   ●      

技術支援Gr 

 

カラー， 

スキャナ， 

プリンタ 

機能付き 

ERC対応ブース 

部部長 

●総括担当 

（ﾎｯﾄﾗｲﾝ） 
総括担当● 

（ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ）

●総括担当 

（連絡窓口，総括補助） 

 

※：物資支援Grの本店活動者は本店10階北側TV会議室にて活動。 
●技術支援Gr 

 

 

体制ホワイトボード 

総本部長（社長）○ 

●地域社会班長 

 

○総本部長代理 

○本店広報班長 

部長 

応接室 

災害優先電話 

 

志賀原直通 

ホットライン 

● 

企画 T 統括 
専任課長 

原子力企画 
発電運営 T 統括 設備管理 T 統括 品質保証 T 統括 

 

 ● 

ERC対応者補助 

（仕切り役） 

● ERC対応者 

(ﾒｲﾝｽﾋﾟｰｶｰ) 

● ERC対応者 

（ｻﾌﾞｽﾋﾟｰｶ―） 

 

 対外 

対応Gr 

（ﾎｯﾄﾗｲﾝ） 

 ● 

 

 ●対外対応Gr 

（県・OFC 

対応）  

  

●対外対応Gr 

（ERCﾘｴｿﾞﾝ対応） 

 ●対外対応Gr 

（質問管理） 

書画 
装置 

ＩＰ電話 
［衛星］ 

ＩＰ電話 
[地上] 

 

ERC 対応ブース 
FAX 

内線電話 

代表電話３ 

ＩＰ電話 

[地上] 

 

発電所モニタ 
タブレット 

サ
ブ
モ
ニ
タ 

プリンタ 

対外 

対応Gr 

（機器 

操作） 

● 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 柱 

国TV

会
議
シ
ス
テ
ム 

サ
ブ
モ
ニ
タ
４
０
型 

○原子力規制庁殿 

○原子力規制庁殿 

○副総本部長 

（OFC派遣後は 

総括担当が着席） 

●物資支援Gr 

 

対外 

対応Gr 

（ﾎｯﾄﾗｲﾝ） 

● 

 

対外 

対応Gr 

（ｳｪﾌﾞ） 

● 

 

 ●対外対応Gr 

（通報文管理） 

●対外対応Gr 

（資料管理） 



添付資料４

ERC対応ブース　配席図

国
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム

ホワイトボード

ホワイトボード

ラック（手順書等）
ラック

（ECWD）
柱

柱

ERC FAX

発電所モニタタブレット

内線電話

IP電話【地上】（904-200)

代表電話３

個人
PC

書画
装置

模擬
SPDS
端末

個人
PC

ERCリエゾン

対応

機器操作

質問管理 通報文管理

ＥＲＣ対応者

（メインスピーカー）

ＥＲＣ対応者補助

（仕切り役）

質問管理リスト

・上段：模擬ＳＰＤＳ

（訓練ｼﾐｭﾚｰﾀ端末）

・下段：社内TV会議

県・OFC対応

書画画面記録

ERCリエゾン資料管理

リーダー
本部との連携

（本部との連携時は
本部席に着席）

【凡例】

：ケーブル

：モニタ

ＥＲＣ対応者

（サブスピーカー）

個人
PC

EAL等
《ホットライン２》

個人
PC

個人
PC

個人
PC

戦略等
《ホットライン１》

ウェブ情報

個人
PC



TV会議

ホットライン
東京支社窓口も実施

インターネット 情報ホットライン 技術ホットライン

添付資料５

発電所

ウェブ情報管理 ホットライン１

ERC対応者（メインスピーカー）

【ミッション】
情報提供全般
（具体的作業）
緊急情報の提供，定期的な状況説明，質問回
答　等

ＥＲＣ対応者補助（仕切り役）

【ミッション】
・次回説明事項の選択（重要情報の取捨選択、
緊急情報のカットイン含む）
・タイムキーパー
・情報の取得・継続監視指示
・説明資料の準備指示

ERCリエゾン（プラント）

志賀即応センター（対外対応Gr）

ERC対応者（サブスピーカー）

【ミッション】
プラント運転管理に係る情報提供
（具体的作業）
プラント状態，EAL，戦略，EOP等の手順説明（メ
インスピーカーフォロー）

【ミッション】
ERCリエゾンと即応センターの橋渡し
（具体的作業）
ERCリエゾン用説明資料管理
ERCリエゾン質問に対する回答
ERCリエゾンからの情報を即応センター内に共
有

【ミッション】
体制の管理（交代体制構築含む）
グループ状況の本部への連絡

WebEOC

戦略等

通報文管理
質問管理も実施

EAL等
ホットライン２

ERCリエゾン資料管理

簡易シート作成も実施

書画画面記録

発電所

質問管理 機器・画面操作

リーダー

県・OFC対応

ＥＲＣ対応ブース　役割分担

ERCプラント班

ERCリエゾン対応

【ミッション】
・即応センターの補助
　（ERCプラント班の理解度に応じたフォロー，
自発的，積極的な説明の実施）
・説明資料の印刷・配布・配布履歴管理

原子力規制庁



別紙１－３

2019年度　志賀原子力発電所　訓練シナリオ（2020年1月27日）

シナリオ情報を含むため非開示

取扱注意



情報共有のための情報フロー

別紙２

1．ＥＲＣへの情報の流れ（全体）

即応センター ＥＲＣ発電所 緊対所

発電所ＭＣＲ

対外対応Ｇｒ

ホットライン１

対外対応Ｇｒ

ホットライン２

放射線管理班

救護警備班

広報班

総務班

情報班

技術班

復旧班

緊急時即応班

プラント班
対外対応Ｇｒ ＥＲＣ対応者

（スピーカー） ＥＲＣプラント班

ＥＲＣリエゾン

ＥＲＣリエゾン
対応者

総括担当

広報Ｇｒ

技術支援Ｇｒ

物資支援Ｇｒ

運営Ｇｒ

戦略
計画Ｇｒ

不調時は災害ポータル

ＥＲＣ対応者

補助

（仕切り役）

その他Ｇｒ員

訓練シミュレータ
表示端末

社内ＴＶ会議システム

不調時は端末交換or衛星系切替

総括担当
ホットライン

本部長 他

情報・技術総括

プラント状況（パラメータ）

プラント状況

（MCR状況，

プラントパラメータ）

プラント状況（現場状況）

EAL，プラント状況（通報文）

その他（プレス情報）

プラント状況（時系列表）

EAL，プラント状況，

戦略，戦略進捗，

質問回答

EAL，プラント状況，

戦略，戦略進捗，

質問回答

EAL，プラント状況，

戦略，戦略進捗，

質問回答

EAL，プラント状況，

戦略，戦略進捗，

赤文字は５つの情報
○EAL
○プラント状況
○戦略
○戦略進捗
○質問回答

EAL，質問回答

プラント状況，

戦略，戦略進捗，

質問回答

プラント状況，

戦略，戦略進捗，

質問回答

EAL，

質問回答

プラント状況，戦略，戦略進捗

青文字は改善事項

技術
ホットライン

情報
ホットライン

※１ ※２

※１ ＦＡＸＦＡＸ
ＦＡＸ

訓練シミュレータ（模擬ＳＰＤＳ）

発電所現場

（緊急時即応班，復旧班）

当直長

ハイスペック
プロジェクタ

※２

プラント

状況，

戦略，

戦略進捗

ＥＡＬ

EAL，プラント状況

（通報文）

※３

総本部長 他ローカル
モニタ

ＥＡＬ，プラント状況，戦略，戦略進捗

訓練
ｼﾐｭﾚｰﾀ

表示端末

※４

※４

※４

プラント状況

（プラントパラメータ）

プラント状況

（プラントパラメータ）

プラント状況

（プラントパラメータ）

統合原子力防災

ネットワーク

ＥＲＣ広報班

訓練
ｼﾐｭﾚｰﾀ

表示端末

EAL，プラント状況，

戦略，戦略進捗，

質問回答

EAL，プラント状況，

戦略，戦略進捗，

質問回答

即応センター全体に共有即応センター全体に共有

前回訓練の訓練課題（別紙３記載）の内，情報フローに関する課題

に対する改善の反映は以下のとおり

②メインスピーカーと仕切り役の役割を別に設ける体制に見直し。

（早い事象進展の場合にも対応可能な体制に見直し）

情報共有システム
WebEOC

※３



情報共有のための情報フロー

２．ＥＡＬに関する情報（説明に用いる資料：ＣＯＰ④ＥＡＬシート，ＥＡＬ補足資料）
ＥＲＣ

活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動

プラント状況把握 中央制御室 プラント状況把握 プラント班
電話連絡

口頭連絡

ホットライン 情報班 ホットライン 対外対応Ｇｒ
電話連絡

プラント状況把握 本部席 プラント状況把握 対外対応Ｇｒ
社内ＴＶ会議発話

システム入力 プラント班 システム確認 対外対応Ｇｒ
情報共有システム

口頭連絡

ＥＡＬ補足資料作成 対外対応Ｇｒ
口頭連絡
資料提示

ＥＡＬフロー確認 情報班

口頭連絡，資料提示

ＥＡＬ判断 本部長

口頭連絡

ＣＯＰ作成 情報班 ＣＯＰ確認 対外対応Ｇｒ 情報とりまとめ
ＥＲＣ対応者補助
（仕切り役）

　　　 情報共有システム（共有フォルダ保存） 口頭連絡
資料提示

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ説明 ERC対応者 情報受信
TV会議発話
（フロー図の説明後は，「原子力事業者防災業務計画」の該当ページを伝える。）

書画装置切替 対外対応Ｇｒ 情報受信
書画装置による伝送

COP確認 ＥＲＣリエゾン
情報共有システム（共有フォルダ保存）

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ配付 ＥＲＣリエゾン 情報受信
資料配付

項目
発電所（ＭＣＲ，現場） 発電所（緊対所） 即応センター（対外対応Ｇｒ【ＥＲＣ対応者除く】） 即応センター（ＥＲＣ対応者【補助含む】） ＥＲＣ（リエゾン）

ＥＡＬ

書画装置で図を用いる場合



情報共有のための情報フロー

３．事故・プラントの状況（説明に用いる資料：ＣＯＰ①ＤＥＣ管理表，ＣＯＰ②設備状況シート，ＣＯＰ③構内概況シート，連絡メモ）
ＥＲＣ

活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動

プラント状況把握 中央制御室 プラント状況把握 プラント班
電話連絡

プラント状況把握 現場 プラント状況把握 復旧班
電話連絡

プラント状況把握 現場 プラント状況把握 緊急時即応班
電話連絡

口頭連絡

ホットライン 技術班 ホットライン 対外対応Ｇｒ
電話連絡

プラント状況把握 本部席 プラント状況把握 対外対応Ｇｒ
社内ＴＶ会議発話

システム入力 各班 システム確認 対外対応Ｇｒ
情報共有システム

口頭連絡

連絡メモ作成 対外対応Ｇｒ
口頭連絡
資料提示

ＣＯＰ作成

技術班
（ＣＯＰ①，②），
緊急時即応班
（ＣＯＰ③）

ＣＯＰ確認 対外対応Ｇｒ 情報とりまとめ
ＥＲＣ対応者補助
（仕切り役）

　 　　情報共有システム（共有フォルダ保存） 口頭連絡

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ説明 ERC対応者 情報受信
TV会議発話

書画装置切替 対外対応Ｇｒ 情報受信
書画装置による伝送

図確認 ＥＲＣリエゾン
情報共有システム（共有フォルダ保存）

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ配付 ＥＲＣリエゾン 情報受信
資料配付

発電所（緊対所） 即応センター（対外対応Ｇｒ【ＥＲＣ対応者除く】） 即応センター（ＥＲＣ対応者【話者】）

事故・
プラント
の状況

ＥＲＣ（リエゾン）
項目

発電所（ＭＣＲ，現場）

書画装置で図を用いる場合



情報共有のための情報フロー

４．事故収束対応戦略（説明に用いる資料：ＣＯＰ⑤戦略検討シート，連絡メモ）
ＥＲＣ

活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動

プラント状況把握 中央制御室 プラント状況把握 プラント班
電話連絡

プラント状況把握 現場 プラント状況把握 復旧班
電話連絡

プラント状況把握 現場 プラント状況把握 緊急時即応班
電話連絡

口頭連絡

ホットライン 技術班 ホットライン 対外対応Ｇｒ
電話連絡

プラント状況把握 本部席 プラント状況把握 対外対応Ｇｒ
社内ＴＶ会議発話

システム入力 各班 システム確認 対外対応Ｇｒ
情報共有システム

口頭連絡

連絡メモ作成 対外対応Ｇｒ
口頭連絡
資料提示

ＣＯＰ作成
技術班
（ＣＯＰ⑤）

ＣＯＰ確認 対外対応Ｇｒ 情報とりまとめ
ＥＲＣ対応者補助
（仕切り役）

　 　　情報共有システム（共有フォルダ保存） 口頭連絡

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ説明 ERC対応者 情報受信
TV会議発話

書画装置切替 対外対応Ｇｒ 情報受信
書画装置による伝送

図確認 ＥＲＣリエゾン
情報共有システム（共有フォルダ保存）

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ配付 ＥＲＣリエゾン 情報受信
資料配付

項目
発電所（ＭＣＲ，現場） 発電所（緊対所） 即応センター（対外対応Ｇｒ【ＥＲＣ対応者除く】） 即応センター（ＥＲＣ対応者【話者】） ＥＲＣ（リエゾン）

対応戦略

書画装置で図を用いる場合



情報共有のための情報フロー

５．戦略の進捗状況（説明に用いる資料：ＣＯＰ②設備状況シート）
ＥＲＣ

活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動

プラント状況把握 中央制御室 プラント状況把握 プラント班
電話連絡

プラント状況把握 現場 プラント状況把握 復旧班
電話連絡

プラント状況把握 現場 プラント状況把握 緊急時即応班
電話連絡

口頭連絡

ホットライン 技術班 ホットライン 対外対応Ｇｒ
電話連絡

プラント状況把握 本部席 プラント状況把握 対外対応Ｇｒ
社内ＴＶ会議発話

システム入力 各班 システム確認 対外対応Ｇｒ
情報共有システム 口頭連絡

ＣＯＰ作成
技術班
（ＣＯＰ②）

ＣＯＰ確認 対外対応Ｇｒ 情報とりまとめ
ＥＲＣ対応者補助
（仕切り役）

　 　　情報共有システム（共有フォルダ保存） 口頭連絡

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ説明 対外対応Ｇｒ 情報受信
TV会議発話

書画装置切替 対外対応Ｇｒ 情報受信
書画装置による伝送

図確認 ＥＲＣリエゾン
情報共有システム（共有フォルダ保存）

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ配付 ＥＲＣリエゾン 情報受信
資料配付

即応センター（対外対応Ｇｒ【ＥＲＣ対応者除く】） 即応センター（ＥＲＣ対応者【話者】）

戦略進捗

項目
発電所（ＭＣＲ，現場） 発電所（緊対所） ＥＲＣ（リエゾン）

書画装置で図を用いる場合



情報共有のための情報フロー

６．ＥＲＣプラント班からの質問への回答
ＥＲＣ

活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動 分担 活動
質問記録 対外対応Ｇｒ 質問

TV会議発話

回答できない場合 回答できる場合
情報収集 発電所各班 質問受信 対外対応Ｇｒ 情報受信

TV会議発話
口頭連絡，資料提示

技術班 電話問合せ
情報班

情報収集 対外対応Ｇｒ

システム入力 発電所各班
情報共有システム問合せ

口頭連絡，資料提示

情報収集 発電所各班

回答受信 対外対応Ｇｒ
回答連絡

回答メモ作成 対外対応Ｇｒ 情報とりまとめ
ＥＲＣ対応者補助
（仕切り役）

口頭連絡

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ説明 対外対応Ｇｒ 情報受信
TV会議発話

書画装置切替 対外対応Ｇｒ 情報受信
書画装置による伝送

資料保存 対外対応Ｇｒ 図確認 ＥＲＣリエゾン
共有フォルダ保存

口頭連絡，資料提示

ＥＲＣへ配付 ＥＲＣリエゾン 情報受信
資料配付

ホットライン

即応センター（ＥＲＣ対応者【話者】）

質問管理

ＥＲＣ（リエゾン）
項目

発電所（ＭＣＲ，現場） 発電所（緊対所） 即応センター（対外対応Ｇｒ【ＥＲＣ対応者除く】）

書画装置で図を用いる場合
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別紙３ 
 

前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 
 

No 問題点 原因 改善策 検証計画・確認方法 

① 原災法第 10 条，第 15 条通報

文は 15 分以内にＦＡＸ送信する

必要があるところ，ＦＡＸの不

具合発生により，原災法第 10 条

通報文のＦＡＸ送信が 17 分要し

た。 

（訓練プレーヤー） 

発電所情報班の通信

Ｇｒリーダは，ＦＡＸ

本体の不具合を通信障

害による一過性による

不具合と誤って判断

し，代替通信手段での

ＦＡＸ送信よりも再送

信することを優先し

た。 

（訓練プレーヤー） 

 発電所情報班にて，

代替通信手段を使用す

る判断基準を具体化

し，情報班員に対し

て，今回の事例紹介，

社内規則の改訂内容及

び代替通信手段を使用

したＦＡＸ送信につい

て周知・教育する。 

【検証計画】 

2020 年１月 27 日の事業者防災

訓練にて，改善策が浸透・定着し

ていることを検証する。 

【確認方法】 

・訓練中に通常のＦＡＸでの送信

不可のマルファンクションを付

与し，代替通信手段を使用した

ＦＡＸ送信を 15 分以内に達成

できることを確認する。 

（訓練事務局） 

訓練事務局は，訓練

用の通報連絡先をＦＡ

Ｘに登録する際，所定

の登録制限を越えた状

態（ＦＡＸ送信できな

い状態）で登録してい

た。また，訓練前の送

信テストを実施しな

かった。 

（訓練事務局） 

社内規則を改訂（送

信リスト登録方法の改

善，訓練前のテスト送

信）し，訓練時に訓練

事務局の想定していな

いＦＡＸの障害が生じ

ないようにする。（Ｆ

ＡＸ送信不可時の対応

検証は定期的に実施す

るが，訓練事務局のコ

ントロール下で統制し

て実施する。） 

左記のとおり社内規定に基づき，
訓練前にＥＲＣへのテスト送信を
実施したいと考えますので，ご協
力願います（日程は別途調整）。 
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No 問題点 原因 改善策 検証計画・確認方法 

② ＥＲＣ対応者（メインスピー

カー）が仕切り役も担ってお

り，今回の訓練では上手く対応

が出来ていたが，早い事象進展

の場合などの厳しい状況下では

メインスピーカーに負荷がかか

ることになることが想定され

る。 

ＥＲＣ対応者がメイ

ンスピーカーと仕切り

役の２役を担ってい

た。 

メインスピーカーと

仕切り役の役割を別に

設ける体制に見直す。

（一人に頼るような体  

制でなく，責任を分散

し，早い事象進展の場

合にも対応可能な体制

に見直す。） 

なお，体制を見直す

だけでなくメインス

ピーカーや仕切り役な

ど一定のスキルが求め

られる者を今後養成し

ていく。 

【検証計画】 

2020 年１月 27 日の事業者防災

訓練にて見直した体制の有効性を

検証する。 

なお，メインスピーカー，サブ

スピーカー，ＥＲＣリエゾン担当

者及び新設した仕切り役は，養成

の観点で昨年度の訓練でそれぞれ

の役割を担当しなかった者が行う

こととする。 

【確認方法】 

・シナリオで情報が錯綜する状況

を複数回設定し，新設した仕切

り役が機能することにより，重

要情報を取捨選択し，重要度に

応じた情報をタイムリーにＥＲ

Ｃへ提供できることを確認す

る。 

・社内の評価者及び他電力からの

評価者がチェックシートで体制

の有効性を評価する。 
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No 問題点 原因 改善策 検証計画・確認方法 

③ ＥＲＣへの情報提供は概ね実

施できていたが，ＥＲＣに対

し，より分かりやすく説明する

ための配慮が足りていなかっ

た。 

 ＥＲＣへの説明時に

は以下について配慮す

る。 

【検証計画】 

2020 年１月 27 日の事業者防災

訓練にて見直した体制の有効性を

検証する。 

【確認方法】 

・社内の評価者及び他電力からの

評価者がチェックシートで左記

の改善策の運用を反映した説明

が出来ているかを確認する。 

・なお，基本的には２号機が緊迫

するシナリオとするが，タイミ

ングによっては１号機の方がよ

り緊迫する状況を付与し，その

際に１号機を優先して説明出来

るか評価する。 

・事象の進展によるポンプの稼

働状況などの状況変化があっ

た場合には，連絡メモにて故

障対象・故障時間（・間に合

えば故障要因）を伝えること

としていたが，ＣＯＰを用い

た状況変化の説明はできてい

なかった。 

・連絡メモでの説明に

より，事象の状況変

化の説明の速報とし

ては十分と考えてい

た。 

・必要に応じ説明メモ

に加えＣＯＰに状況

変 化 を 手 書 き す る

等，より分かりやす

い説明を行う運用と

する。 

・ＥＡＬの進展予測について，

どのような状況になれば原災

法 10 条事象に至るかの説明は

していたが，同じタイミング

で原災法 15 条事象に至るかの

説明が少なかった。 

・ＥＡＬの進展予測

は，当該ＥＡＬの条

件が残り１つとなっ

た時点で行う運用と

していた。 

・原災法 10 条，15 条事

象に初めて該当する

場合の進展予測の説

明は，深刻な事態に

至 る ま で に 余 裕 が

あったとしても，丁

寧な説明を行う運用

とする。 

・１号機が２号機よりも緊迫し

た状態であるにもかかわら

ず，２号機事象を説明した

後，１号機事象を説明してい

た。 

・説明の基本パターン

として２号機事象⇒

１号機事象の順番で

説明することとして

いた。 

・より緊迫した号機か

ら説明を行う等の優

先の考え方を検討し

明確化する。 
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No 問題点 原因 改善策 検証計画・確認方法 

④ 

要

素

訓

練 

通信機器のうちＴＶ会議の設

営時に，専用のメディアコンバー

タを用いるべきところ，誤って別

で使用するメディアコンバータを

用いてしまい，一時的に通信確

認ができなかった。 

メディアコンバータ

には「ＴＶ会議システ

ム用」と明記していた

が，手順上は専用のメ

ディアコンバータを使

用する必要があること

が明記されておらず，

別のメディアコンバー

タを接続することでも

通信できると考えてし

まった。 

通信設備の設営手順

に，使用するメディア

コンバータを識別でき

るよう具体的に明記す

る。 

【検証計画】 

2020 年１月 24 日の設営訓練及

び通信確認にて検証する。 

【確認方法】 

・社内の評価者が設営訓練及び通

信試験時に立ち合い，チェック

シートで所定の手順でＴＶ会議

を誤りなく設営できること及び

トラブルなく通信確認ができる

ことを確認する。 

 

以 上 
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別紙４－１ 

 2019 年度の具体的なスケジュール 

  実施事項 時期 備考 

CHECK 訓練報告 〇2018 年度訓練報告書 2019 年５月  

ACTION 改善実施 〇改善対策の具体化 

 ・様式・マニュアルの改訂 

 ・体制の変更 

 ・他社事例反映 

 ・変更内容の周知・教育 

 ・ドリル・要素訓練 

2019 年６月 

～2020 年１月 

 

 

〇中期計画見直し 

 （検討項目：※１） 

2019 年５月 ※１ 

・訓練実績等を踏まえた

課題の抽出 

・前回中期訓練計画見直

し結果の検証 

〇事業者防災業務計画見直し検討開始 

 （検討項目：※２） 

2019 年 11 月 

（2020 年１月 

防災専門官

指導助言） 

（2020 年１月 

自治体協議

開始） 

※２ 

・分社化後の社内防災

体制等の変更に伴う

修正 

PLAN 訓練計画 〇2019 年度訓練計画策定  2019 年６月  

DO 訓練実施 〇2019 年度訓練実施 2020 年１月  

CHECK 訓練評価 〇訓練評価 

 ・社内自己評価 

 ・対策の有効性評価 

 ・パンチリスト対応 

 ・課題の抽出、原因分析、対策検討 

 ・対策の方針決定 

 

2020 年２月～３月 

2020 年２月～３月 

2020 年２月～３月 

2020 年２月～３月 

2020 年４月 

 

〇2019 年度訓練報告書 2020 年４月  

ACTION 改善実施 〇改善対策の具体化 2020 年５月～  

  〇中期計画見直し検討 2020 年５月  

〇事業者防災業務計画見直し検討開始 2020 年度中  

PLAN 訓練計画 〇2020 年度訓練計画策定  2020 年５月  

DO 訓練実施 〇2020 年度訓練実施 2020 年度中  
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別紙４－２ 

  

実施事項 

時期 

備考 2018 年度 2019 年度 2020 年度 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

CHECK 訓練報告 ○2018 年度訓練報告書     ▼               

 

 

 

 

 

 

※１ 

・訓練実績等を踏まえた

課題の抽出 

・前回中期訓練計画見直

し結果の検証 

 

※２ 

・社内防災体制等の変更

に伴う修正 

ACTION 改善実施 ○改善対策の具体策                   

 ・様式・マニュアルの改訂    ▼  ▼     ▼ ▽ ▽      

 ・体制の変更      ▼   ▼          

 ・他社事例反映      ▼      ▽       

 ・変更内容の周知      ▼   ▼  ▼ ▽ ▽      

 ・ドリル・要素訓練      ▼   ▼  ▼▼ ▽ ▽      

○中期計画見直し 

（検討項目：※１） 

    ▼              

○事業者防災業務計画見直し検討開始 

（検討項目：※２） 

          ▼        

PLAN 訓練計画 ○2019 年度訓練計画策定      ▼   ▼          

DO 訓練実施 ○2019 年度訓練実施             ▽      

CHECK 訓練評価 ○訓練評価                   

 ・社内自己評価                   

 ・対策の有効性評価                   

 ・パンチリスト対応                   

 ・課題の抽出、原因分析、対策検討                   

 ・対策の方針決定                ▽   

○2019 年度訓練報告書                ▽   

ACTION 改善実施 ○改善対策の具体化                   

○中期計画見直し検討                 ▽  

○事業者防災業務計画見直し検討開始                   

PLAN 訓練計画 2020 年度訓練計画策定                 ▽  

DO 訓練実施 2019 年度訓練実施                   

 

 

 

（未定） 

（未定） 



別紙４　参考
 2019.04.22

北陸電力株式会社

ＰＤＣＡ 検討課題等 備考

訓練は最低限の回数を記載

１．社内訓練報告書作成

２．ＮＲＡ訓練報告書作成

１．通報ＦＡＸの運用改善
（１５分以内の送信）

２．ＥＲＣ対応ブース（対外対応
Ｇｒ）の体制見直し
（要員の養成含む）

仕切り役及びメインスピーカを育
成し，実施可能要員の増員を計画

３．ＥＲＣプラント班へのわかり
やすい説明の実施

事業者防災計画の見直し検討

１．中期計画の見直し

２．今年度計画立案

［Ｄ］
訓練の実施
（全体スケジュール参照）

３Ｑ ４Ｑ

［Ｃ］

［Ｐ］

全体スケジュール

１Ｑ ２Ｑ

［Ａ］

2019年度 原子力防災訓練に係る対応スケジュール（概要）

▽4/22 報告書面談

▲4/11 ＮＲＡ意見交換

▽4/26 報告書固め

▽5/中旬 報告書提出・公表

▽6/14 機能班訓練 ▽ 機能班訓練 ▽ 自治体訓練 ▽1/27 事業者防災訓練

（ＮＲＡ評価）

▽4/15

▽4/26頃

▽5/中旬 見直し

▽5/下旬 立案

▽事例周知

▽教育

▽マニュアル改訂

▽体制見直し

▽6/14 新体制試行

▽ 要員教育

▽ 新体制確認

▽ 要員教育

▽ 新体制確認

▽ 要員教育

▽ 新体制確認

▽マニュアル作成

（心得？） 訓練を通じてマニュアルを適宜見直し

▽ 機能班訓練

▽ 新体制確認

▽ 届出▽ 修正内容説明



�

� �


